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表 3-1-4.9(2)放 流水の水質の状況 (平成 26年度・月別 )

注 1)排水基準 :君 小櫃川流域に係る 水源の水質の保全に関する条例に基づく 水基準 (平 791君 津市規則第 25号
2)ダイオキシン類対策特別措置法に基づく水質排出基準 (平 111227総理府令第 67号 )
3)維持管理目標値 :「君津環境管理センター増設事業に係る環境影響評価書」(平成 21年 5月 新井総合施設株式会社)による。
4)〈 :定量下限値未満
出典 :「君津環境整備センター環境調査 平成 26年度年報」(平成 27年 4月 日鉄住金環境株式会社)(放流量は君津環境整備センターによる。)
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項  目 単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
つ卜水 を

'

基準
糸H剣召子宅雪
郎
'

理目欄道
4/2 5/7 7/2 8/22 9/3 10/21 11/5 12/3 1/7 2/4 3/11採取 日

採取時刻 10:09 9:08

6/4

9:38 9:46 9:06 9:43 10:48 14:18 9:02 9:14 9:16 10:50
℃ 219 256 28.2 31 1 352 318 286 257 246 18 1 176 154水 温

透視度 度 〉30 〉30 〉30 〉30 〉30 〉30 〉30 〉30 〉30 〉30 〉30

m富 /L 〈0 1 〈0 1

〉30

(0 1 く0 1 〈0 1 (0 1 (0 1 (0 1 〈01 〈0 1 〈0 と
だ/日 3220 422 5

く0 1

4085 401 3 2878 1363 1806 2269 3169 258 1 1588 316 5

採
取
状
況 残留塩素

放流量
ポ/時 134 176 170 167 120 5,7 75 95 13.2 10.8 6.6 132

カト・ミウム及びその化合物 mg/と 〈0002 〈0002 〈0002 〈0002 (0002 く0.002 〈0002 (0002 〈0.002 (0002 〈0,002 〈0002 001 001
シアン化 合物 mg/L 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
有機りん化合物 mg/L 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
鉛及びその化合物 m富 /と 〈0005 〈0005 〈0005 (0,005 く0005 (0005 〈0.005 く0005 〈0005 〈0.005 〈0005 〈0005 01 001

m質 /L 〈0.04 (0.04 〈004 〈004 く0.04 〈004 (004 (004 〈004 〈004 (004 (004 005 005
砒素及びその化合物

六価クロム化合物

mg/L 〈0005 〈0.005 (0005 (0005 〈0.005 (0005 〈0005 〈0005 く0005 〈0005 〈0005 (0005 005 005
水銀及びアルキル水銀
その他の水銀化合物

ng/し く00005 く0.0005 〈0.0005 〈00005 〈00005 〈00005 〈00005 〈00005 (00005 く00005 (00005 (00005 00005

mg/L 不検出不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

00005

不検出
mg/L 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

トリクロロエチレン

アルキル水銀化合物
PCB

mg/L 〈0001 (0001 〈0001 〈0001 〈0001 〈0001 〈0001 (0001 〈0001 (0.001 〈0001 〈0001 03 0033)
テトラクロロエチレン mR/L 〈0001 く0001 〈0.001 〈000と 〈0001 〈0001 〈0001 (0.001 〈0001 〈0,001 〈0001 (0001 01 001
シ
｀
クロロメタン m官 /L 〈0001 〈0001 〈0.001 〈0.001 く0001 〈0001 く0001 (0001 〈0001 く0.001 〈0001 (0001 02 002
四塩化炭素 mg/L 〈0,0002 〈00002 く00002 く00002 (00002 〈0,0002 く00002 〈00002 く00002 (00002 (00002 〈00002 0.02 0002
1,2-シ 'ク ロロエタン mg/L 〈0.0004 く00004 〈00004 く00004 〈00004 〈00004 〈00004 〈00004 (00004 〈00004 (00004 〈00004 0.04 0004
1,1-シ
｀
クロロエチレン m質 /L く0001 〈0.001 〈0001 く0.001 〈0001 〈0001 〈0001 (0001 〈0001 〈0001 〈0001 (0001 02 002

シスー1,2-シ 'クロロエチレン mR/L 〈0001 〈0001 (0001 (0001 〈0001 〈0,001 〈0001 (0001 〈0,001 〈0001 く0.001 〈0001 04 004
1,1,1-ト リクロロエタン mg/L (0001 〈0001 く0001 〈0001 〈0001 〈0001 く0.001 (0001 〈0001 〈0001 (0001 〈0001 3 1

1,1,2-ト リクロロエタン mg/し 〈00006 (00006 (00006 (0.0006 〈0,0006 (00006 (00006 〈0.0006 (00006 〈00006 〈00006 (00006 006 0006
m自 /L 〈00002 (00002 〈00002 〈00002 〈0,0002 〈0.0002 (00002 〈00002 〈0.0002 〈00002 〈0.0002 〈00002 002 0002

チウラム

3-シ
｀
クロロフ
°
ロヘン

m富/L 〈0.0006 〈00006 (00006 (00006 (0.0006 (00006 〈0.0006 〈00006 〈00006 (00006 〈00006 (00006 006 0,006
シマシ'ン mg/L 〈00003 く00003 (00003 (00003 (0,0003 (00003 (00003 〈00003 〈00003 く00003 〈00003 〈00003 003 0003
チオヘ'ンカルフ

｀
mg/L (0002 〈0002 〈0002 〈0002 〈0002 (0002 く0002 〈0002 く0002 〈0002 く0,002 〈0,002 02 002

ヘンセ
°
ン mg/L 〈0001 〈0001 く0001 〈0001 〈0、 001 〈0001 く0001 〈0001 〈0001 〈0001 く0001 く0001 01 001

セレン及びその化合物 m宮 /L 〈0002 (0002 〈0002 〈0002 〈0002 〈0002 く0002 (0002 〈0.002 (0002 く0002 〈0002 001
mg/L 〈005 006 006 く005 0.06 (005 〈005 〈0.05 005 0,07 〈005 く005 10 16ほう素及びその化合物

ふつ素及びその化合物 mg/L (0 1 (0 1 く0 1 01 〈0 1 く0.1 〈0 1 (0 1 〈0 1 〈0 1 く0 1 く0 1 8 13
ア涎▼,″■舛イ踏脇 亜硝
囲ヒそ)々勿らえ醐 ヒそ卦ウ勿

mg/L 034 094 0 15 054 12 0 13 024 0 17 0,34 037 0,93 021 100 10

1,4-シ 'オキサン mg/L 0014 05 005
水素イオン濃度 68 67 64 71 7.5 71 6.7 69 67 67 70 68 5.8ハV86
生物化学的酸素要求量 m富 /L 〈0.5 11 〈05 05 14 く0.5 〈05 〈05 〈05 〈05 く05 0,7 20 29

mg/L 10 17 2.2 2.7 26 13 39 27 23 2.3 30 32 20 43化学的酸素要求量

浮遊物質量 mg/し (1 〈1 (1 く1 〈1 (1 (1 〈1 (1 (1 (1 〈1 40
鉱油類含有量 mr【 /L (1 〈1 (1 (1 (1 (1 (1 (1 〈1 〈1 (1 (1 3 1

動植物油脂類含有量 mg/L くl 〈1 (1 〈1 (1 (1 (1 〈l 〈1 (1 く1 く1 b 1

フェノール類含有量 mg/L 〈0005 〈0005 〈0,005 (0005 〈0005 く0.005 〈0,005 〈0005 〈0.005 〈0005 〈0005 (0005 0.5 005
銅含有量 mR/し (005 〈005 〈005 〈0,05 〈005 〈0,05 く0.05 〈005 (005 〈0.05 〈005 く005 l

亜鉛含有量 mg/し 0.05 〈005 〈005 〈005 〈0,05 〈005 005 〈005 (0.05 〈005 〈0,05 (005 01
溶解性鉄含有量 mg/L (0,05 0 12 0.22 008 009 〈005 0.18 0 12 0 15 009 005 011

1

5 0.5

溶解性マンガン含有量 mg/し 0,32 0 17 0.10 0,18 0 18 〈005 0 16 0,15 038 021 0 19 032 5 05
クロム含有量 mg/L (003 〈003 〈003 〈003 く003 (0.03 〈003 〈003 〈003 (003 〈0,03 05 005
大腸菌群数 イ固/cm3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

〈003
0 3000 300

窒素含有量 mg/L 11 14 18 16 2,0 05 10 06 07 0.8 19 0,7 65
りん含有量 mg/L 003 003 002 0,02 002 0.02 0.04 004 003 008 003 004

120

16 1

塩化物イオン mg/L 780 660 620 640 710 390 610 360 750 620 820 450 1050
ダイオキシン類 pttTB影/L 000086 102) 0.1
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(6)ダ イオキシン類の状況
事業実施区域周辺の河川水及び貯水池のダイオキシン類の測定結果は表 3-1-

4.10に 示す とお りであり、沢1定 した養老川上流 (持 田崎橋 :図 8-1-4.1の 地点

3)、 小櫃川上流 (門 生橋 :同 地点 1)、 御腹川 (御腹川橋 :同 地点 6)、 亀 ||十 ダム

貯水池 (堤体直上流部 :同 地点 H)で環境基準を達成 している。

表 3-1-4.10 河川水及び貯水池 のダイ オ キシン類測 定結果
(単 TE

出 典 「平成 21～ 25年度 ダイオキシン類に係る環境調査結果J(平成 22年 12月 ～27年 3月 環境省 )

(7)地下水水質の状況
ア 君津市及び市原市における地下水水質測定結果
事業実施区域に最寄 りの調査地点における地下水水質の状況は表 3-1-4.Hに

示すとお りであり、全地点で環境基準を達成 している。

表 3-1-4.11 地下水水質の状況 (平成 25年度 )
(単位

注 1)地下 係る環境基準について(平 9313 10、 最終改正 :平 26H17環 告 127)
2)県境基準は現行の基準値であり、トリクロロエチレンの平成 25年度調査時の基準値は 0 03mg/と であつた。

3)不 検出 :定 量下限値未満、一 :測定していないことを示す。

出典 :「公共用水域及び地下水の水質測定結果報告書 (平成 25年度 )」 (千葉県環境生活部水質保全課ホーム
ページ)

測 定 結 果

平成 24年度 削戎25q蓑
環境

慕準平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度
測定地点名水 域 名

0.0230.043 0.035 0.017持田崎橋 0.023養老川上流

0.096小櫃川上流 門生橋

0 089御腹川 御腹川橋

0.066

1以 下

0.19 0.099堤体直上流部 0 041 0,086亀山ダム貯水池

市 市 房君市 名

俵 田 折 津 朝生原地  区  名 向 郷

73 rn 100m 150m井 戸 深 度 216m
環境基準

*

一般飲用 一般 飲 用 一般飲 用用 途 区 分 農 業用
0 003mg/L以 下不検 出 不検 出不検 出 不検 出カ ドミウム
検出されない こと不検 出不検 出 不検 出全シアン
0 01m買 /L以 下不検 出 不 不検 出不検 出鉛
0 05m質 /L以 下不検 出 不検 出 不検 出不検 出六価クロム
0.01は/L以 下不検 出 不検 出 不検 出不検 出砒素
0,0005m質 /L以 下不検 出 不検 出 不検 出不検 出
検 出 され ない こ と

検 出 され ない こ と不検出 不検出 不検出不検出

総水銀

PCB
0 02111宜 /L以 下不検 出
0 002mR/L以 下

ロ ロ ン

不検 出
0 002m子(/し 以下

一出
不

不

不

不

不検出塩化 ビニルモノマー
0 004噸/L以 下不検 出 不検 出 不 l父 出不検 出1,2ジ クロロエタン
0 1m富/L以 下不検 出 不検 出
0 04m々 /L以 下不検 出

不

不 不検 出12-ジ
1,1ジ クロロエチ レン

lm寓 /L以 下不綸 出 不検 出 不構 出1,1,1ト リクロロ丁タン 不検 出
0 006m宮/L以 下不検 出 不検 出 不検 出1,1,2ト リクロロエタン 不検 出

不検出 不検 出 不検 出 0 01mg/L以下不検 出トリクロロエチ レン
0 01mg/L以 下不検 出テ トラクロロエチ レン 不検 出 不検出 不

0002耐g/L以 下不快 出 不検出1,3ジ クロロプロペ ン
0 006mg/L以 下不検 出

不

不不検 出 不検出チウラム
不検 出 不検 出 0 003mg/L以 下不検 出 不検出シマジン
不検 出 不検 出 0 02mg/L以 下不検 出 不検出チオベ ンカルブ

0 01mg/L以下不検 出 不検 出不検 出 不検 出ベンゼ ン
0,01mg/L以下不 検 出 不検 出不検 出 不検 出セ レン

0 13 0  16不検 出 不検 出硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
00 13 0 110 11 不検 出ふっ素
lmg/L以 下不検 出 不検 出不検 出 不検 出ほ う素

不検 出 不検 出 0 05mg/L以下不検 出 不検 出1,4ジ オキサン
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イ.君津環境整備センターにおける地下水モニタリング調査結果
君津環境整備センターでは、平成 16年 4月 の開設以来、場内にモニタリング井戸

を設置 し地下水の水質モニタリングを実施 している。平成 19年 1月 からは新たにモ

ニタリング井戸陥.4を設置 し、モニタリングを開始 している。また、平成 25年 1
月からは、当初設置 したが水が出ないため採水 していなかったモニタリング井戸N0

2と 、新たに設置 したモニタリング井戸NO.5において測定を開始 している。
モニタリング井戸の位置を図 3-1-4.2に 、測定結果を表 3-1-4,12～ 16に
示す。

地下水の水質汚濁に係る環境基準の対象項 目については、モニタリング井戸NO.5

の平成 25,26年度で砒素が環境基準を超えているが、その他の地点、各年度はすべ

ての項 目で乗庫兄
‐
基準を達成 している。

注)平成 25年 1月 よ り、一時水が出ないために採水 していなかったモニタリング井戸N02
及び新規に設置 した陥 5に おいて浪1定 を開始 した。

出典 :「君津環境整備センター環境調査 平成 26年度年報」
(平成 27年 4月 日鉄住金環境株式会社 )

図 3-1-4.2 モニタリング井戸位置図

(

2

■―|■  1 1-~  !■  ,

2

凡  例
0 モニタリング井戸
域象事業実施匡蚊

雫設埋王 1と

班設埋、ェ姓
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24年度 25年度 26年度22年度 23年度分析項 目 単位

23Hき銀～ほ
4-シ

22
夕
'

ん

り1-41

(H163)
要

～26
白勺採取回数

177 153～ 21.3) 17,9(144～ 227) 178 14.9～ 216)19,4(16,8～ 215) 19.0 118～210)水 温 ℃ 14.0

0 ～ 1-1 0.5半 く0.5ハV0〈05 06
415′～3 327

～ 5105 1 191 37.320 148 13-1ン

1 1^V885 1 104 1ms/m 36 67,8 -7
(00003 001・3(X13〈00003

637 ～ 7

く00003L 〈0002 〈0002カ

シアン

ム

〈0005 001く0.005〈0.005 〈0005
L

く001 005く0.04 く001 くU Ulクロム
0,01

00

御V
く 005 0.0005く0 (00005 く00005く0

PCB
・001〈0001 00011 〈0001ロロエチレン
001〈0 1

1

1〈0001ロ ロ レ ン 〈0001 001

〈0.001
(0001

L

ル ル

0 l〈0.001
L

Lロ ロ ン

(00002 0002(00002 く0,0002L く00002 (0.0002
000202 (00002 く000L く00002 く00002

〈00004 0004〈00004 (0.000ロロエタン (00004 (00004
ニルモ

く00 l く00010 1 (0001ロロエチレン1 1 (0001
〈0001

〈0

く0 01

(0.0004

0〈0 1 く 0シスー
004(0.001 1〈00011 ロ ン

1く0001 く0001く0001 (0001 〈0.001ン1 1 1トリクロロエ
6く00 0006 く0000600006 〈0.0006クロロエ ン1 mg
20 〈00002(00002 〈00002ロ ロ1

0006〈00006
〈0,0002
く0.0006(00006 (00006ラム

〈0.0003(00003し 3 く00003 (00003シ マ

〈0

0003
002(0002 く0 002L 0002 く0002 (0.002

l 001(0001 (0001く0001 (0001 〈0001ン^ミ

001〈0.002(0002 (0002セレン
10

(0002
008 〈001034 003

～ 0 081 ―́01 0,1 1く0 1 〈0 1

l 10-′ 01 1-1 0.ll ～ 0

0.1* く01
017〈0イま

〈0005 00505 〈0005/L 〈0005
001

く0005
/L く0001 〈0.001

1,4-

ル ム

ン

ロ

02/L (0.002 〈0.002
〈0001L 〈0001

ンロ モ

モ

ロ ロ

ロ ロ

〈001L

(0.001

く001 001
く001ハ 1コ m L (001 く001

1 (1 15 15L 31 17

(1〈l (1 1L 1

(1(1 (1 1

1

1 1

〈0.005(0005 く0〈000 0フェノー
〈005(005 〈005

〈0.005

〈00 0
02010 0 37 038

007 0 14 154 0.66 〈005
1 14くり,Ub 9 11

21 28ム

〈003 〈003(003 〈0,03クロム

ナトリ
L

410 590

003
L

54 11し

16

7.9 〈05l

0 00 0 0

8 0306
009008 05

0.015 15)0015 0016
10015～ 00161

0016ダイオキシン類 岬 〔n′ l

結

果

分

　

　

　

析

１

２

３

４

５

血
（

注
　
　
　
　
出

表 3-1-4 12(1)モ ニタリング井戸NO.1の 水質の状況 (年度別平均値 )

地下水の水質汚濁に係る環境基準について (平 93.13環告 10、 最終改正 :平 26.1117環 告 127)
平成 23年度からカドミウムの基準値は、従前の0.01 mg/Lか ら 0 003 mg/Lに 変更された。 (平 231027環 告 94)
平成 26年度からトリクロロエチレンの基準値は、従前の 0 03 mg/し から0 01 mg/Lに 変更された。 (平 261117環告 127)
ダイオキシン類による大気の汚染、水質の汚濁及び土壌の汚染に係る環境基準について (平成 111227環告 68)
く:定量下限値未満、(  ):測定値の (最小値～最大値)、 *:定量下限値未満を定量下限値に置き換えて平均値を算出した値
「君津環境整備センター環境調査 年報J(平成 22～ 23年度 :株式会社日鉄ウォーター、平成 24～26年度 i日 鉄住金環境株式会社)
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分析項 目 単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 H月 12月 1月 2月 3月
:魯望耳苫

′

採
取
状
況

4/7 5/12 6/2 7/7 8/4 9/1 10/8 l1/10 12/10 1/5 2/2 3/2
採取時刻 8:54 9:50 9:47 9:25 9:10 9:50 12:34 8:50 9:05 10:55 9:25 8:55
水 温 ℃ 177 18.6 197 18,9 21 6 183 187 170 16.0 160 163 14,9
水位

1)

m

分

析

結

果

水素イオン濃度 指 数 (pH) 71 71 7.1 7.2 7.1 75 7.5 72 7.3 76 73 75
生物化学的酸素要求量 m富/L 〈05 (05 〈05 〈05 06 〈05 1,1 く05 〈0.5
化学的置′久t素要求量 m質/L 36 4.6 37 2.6 37 36 3,7

31

45 4.2 47 54 4.9
塩化物イオン ms/m 54 55 54 52 43 36 28 32 19 18 20
電気伝導率 m質/L 65 67 66 64 60 56 53 53 51 52 54 56
カドミウム m富/L 〈0.0003 〈0.0003 〈00003 〈0,0003 く00003 〈00003 〈00003 〈0.0003 く00003 〈00003 〈00003 く0.0003 0.003
全シアン m営/L 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不ホ7蒔出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
鉛 mg/L 〈0,005 (0005 〈0,005 く0.005 〈0005 〈0.005 〈0005 〈0.005 〈0005 〈0.005 (0005 (0005 001
六価クロム m質/L 〈001 (001 〈001 〈001 〈0.01 〈001 (001 〈001 く0,01 〈0.01 (001 く0,01 005
砒素 mF/L 〈0005 0006 0006 0006 0.007 0007 0005 0005 0008 0007 0007 0.006 0.01

総水銀 m真/L 〈00005 (00005 〈00005 (00005 〈0.0005 (00005 〈0.0005 〈0000[ (0,0005 〈00005 〈00005 (00005 0.0005
PCB mR/L 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
トリクロロエチレン m貿/L 〈0,001 〈0001 (0001 く0.001 く0001 〈0001 く0001 〈0001 (0,001 (0001 く0001 (0.001 001つ
テトラクロロエチレン mg/L く0001 〈0.001 〈0001 く0.001 く0,001 く0001 く0001 (0.001 く0.001 (0001 〈0001 (0.001 001
有機燐化合物 m貿 /し 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
アルキル水銀 m富 /し 不検出 不検出
ジクロロメタン m富/L (0001 〈0001 く0001 〈0001 002
四塩化炭素 m富 /し 〈00002 〈00002 く00002 〈00002 0,002
塩化ビニルモノマー mg/し (00002 0,002
1,2-ジ クロロエタン m富 /し 〈00004 〈0,0004 (00004 (0.0004 0004
1,トジクロロェチレン m質 /L (0001 〈0.001 〈0001 〈0.001 01
シスー1,2-ジクロロェチレン m冨 /し (0001 (0001 〈0001 く0001
1,2ジクロロエチレン m質 /し (0.001 (0001 (0001 〈0.001 0,04
1,1,1-ト ツクにユロエタン mg/L く0001 〈0001 (0001 く0001 1

1,1,2-ト ツクロロエタン m買 /し 〈00006 (0.0006 〈0000C く0,000C 0006
1,3-ジ クロロプロペン mR/L 〈00002 (00002 く00002 〈00002 0.002
チfクラム m買 /し 〈0,0006 (00006 〈00006 〈0000C 0006
シマジン

ベ ン

mg/L く0.0003 〈00003 く00003 〈0.0008 0003
m買/L 〈0002 (0002 (0,002 (0002 002

ベンゼン m宮/L 〈0001 〈0001 〈0,001 (0001 001
001セレン

硝酸性窒素及び亜硝

mg/し く0002 〈0.002 〈0002 く0002
m富/L 002 10

ふつ素 rng/L 0,1 (0 1 01 〈0 1 08
ほう素 mg/L 016 013 010 0,10 1

1,4-ジオキサン mg/L (0.005 0.05
浮遊物質量 m買/L 17

鉱油類含有量 mg/L (1

動植物油脂類含有量 m富/L (1
フェノール類含有量 m富/L 〈0005

m質/L 〈0.05

亜鉛含有量 m冒/L 020
溶角子l生鉄含有量 mg/L 1.5

鰤 子陛マンガン含有量 m質/L 15
クロム含有量 mg/L 〈003
大腸菌群数 l固′

/c五ユ
0

窒素含有量 m富/L 03
りん含有量 mg/L 0.08

ダイオキシン類 0.015 0.015 13)

表 8-1-4.12(2) モニタリング井戸NO.1の 水質の状況 (平成 26年度・月別 )

注 1)地下水の水質汚濁に係る環境基準について (平成 93,13環告 10、 最終改正 :平 26H17環告 127)
2)平成 26年度からトリクロロエチレンの基準値は、従前の 0 03 mg/Lか ら0 01 mg/Lに変更された。 (平 26H17環告 127)
3)ダ イオキシン類による大気の汚染、水質の汚濁及び上壌の汚染に係る環境基準について (平 11.1227環 告 68)
4)水位は管頭から水面までの距離。本地点は計測していない。
5)く i定 量下限値未満
6)モ ニタリング井戸N01の 諸元 :井戸管頭高さ 1406m、 井戸深度 250m、 ス トレーナーの位置 1156～ 1236m
典 :「君津 }景境整備センター環境調査 平成 26年度年報」 (平成 27年 4月 日鉄住金環境株式会社 )出
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表 3-1-4.13(1) モニタリング井戸N02の 水質の状況 (年度別平均値 )

地下水の水質汚濁に係る環境基準について (平 9813乗告 10、 最終改正 :261117 環告 127)

平成 26年度からトリクロロエチレンの基準値は、従前の 0 03 mR/Lから001m富 /Lに変更された。 (平 26H17環告 127)
〈:定量下限値未満、(  ):測定値の (最小値～最大値)、 *:定量下限値未満を定量下限値に置き換えて平均値を算出した値
「君津環境整備センター環境調査 年報J(平成 24～ 26年度 :日鉄住金環境株式会社)

分析項 目 単イ立 通水開始時 狐 年 度 25年 度 26年度
琲翌竜

t'

騨

抹
取
状
況

採取回数 □/年
1

(H251)
・水素イオン濃度指数～有機燐化合物 :H24は 3(H25年 1月 より測定開始)、
H25～ 26は 12/・ アルキル水銀～りん含有量 11

水温 ℃ 13.5 131(125～ い 6) 171(91～ 216) 19,4(12.5～ 30.2)

分

　
　

　

析
　
　

　

結

果

水素イオン濃度指数(pH) 8,0 80 78-83) 80(7ヽ～ 84) 79(7.7～ 8.0)

要求量

mg/L 〈05 09*((05～ 14) 06*(〈 05～ 09) 09ホ (〈 05～ 19)

mg/L 22 15(12～ 17) 11(09～ 13) 1.5(09～ 28)

iイ比物イオン m自 /L 11 107(10-11) ll(10～ 12) 11(10～ 12)

電気伝導率 msん 51 523( 50～ 56)
(00003

52 3 50～ 54) 523(50～ 54)

カドミウム m貿 /L (00003 く00003 〈00003 00路

全シアン m質 /L 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

utlサ /L (0005 (0.005 (0005 (0005 0101

クロム m日 /L 〈001 〈001 (0 01

く0005
(001 005

比素 mg/L 〈0005 〈0005 く0005
く0.0005

不検出

001

総水銀 m質 /L (0.0005

不検出

く00005 〈0.0005

不検出

0,0005

PCB m宜 /L 不検出 不検出

トリクロロエチレン m質 /L 〈0001 (0001 〈0001 〈0.001 003・ 00ギ
'

テトラクロロエチレン m質 /L 〈0001
不検 出

〈0001
不検出

〈0001
不検出

〈0001 001

アルキ

mg/L 不検出

mg/し 不検出 4ヽ検出 4ヽ破 出

(0001
(00002

コ` 標 劇

(0001
判｀快 山

ジクロロメタン m富 /L く0001 (0001 002

四塩化炭素 mR/L 〈00002 〈00002

〈00002

(00002 0002

塩化ビニルモノマー m:〔/L 〈0,0002 (00002 く00002 0002
ン

と,1- ロロエ レ ン

m質 /L 〈00004 〈00004 く00004 〈00004 0004
m宜 /L (0001 〈0001 く0001 〈0001

(0001
01

ンフ、1,2ジクロロエチレン m日 /L 〈0001 く0001 〈0001 004

1、2ジクロロエチレン mg/L く0001 (0001
〈0001

〈0001 〈0001 004

1,1,「 トリクロロエタン m自 /L く0001 く0001 〈0001 1

00061,1,2-ト リクロロエタン m足 /L 〈00006 〈00006
(00002

(00006 (00006

1,3-ジクロロプロペン

チウラム

シマジン

m々 /L く00002 く0,0002 く00002 0.002

m宜 /L 〈00006 〈00006 く00006
〈00003

(0002

(00006 0006
mF_チ /L 〈0.0003 〈00003 く00003

(0002
0003

チオベンカルブ
ベンゼン

セレン

mg/L 〈0002
く0001

〈0002 002
mg/L 〈0001

く0002
〈0001
く0002
058

く0001
く0002
032

001
m貿 /L (0002 001
m質 /L 029 0 14

02

10

m買 /L 02 02

0 13

(0 1 08

ほう素 m宜 /L 051 0 12 0 12 1

1,4-ジオキサン mg/L 〈0005 〈0005 〈0005
(1

〈0005
(1

〈1

〈1

005

浮渉物質量 mR/L 5

(1

〈1

鉱油類含 m貿 /し (1 〈1

フェノー

m〔手/L

m質 /L

(1

(0005
(1

〈0005
〈l

〈0005 〈0005

銅含有量 mg/L (005 く005
13

〈005
008

〈005
12

〈005
007
〈0,03

0

2.4

(0,05

亜鉛含有量 mg/L 24

(0 05

27

溶角子性鉄含有量 mg/L く005
0,06溶角♀性マンガン含有量 m`【 /と 008

(003クロム m宜 /L く003
0

〈003

働/c苫 0

空兼含有 34 3.5 17

002りん含有量 mR/L 006 0,03 002
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表 3-1-4.13(2) モニタリング井戸NO.2の 水質の状況 (平成 26年度・月別 )

注 1)地下水の水質汚濁に係る環境基準について (平成 9313環告 10、 最終改正 :26.11.17}県‐告 127)
2)平成 26年度からトリクロロエチレンの基準値は、従前の 0.03 mg/Lか ら0 01 mg/と に変更された。 (平 261117環 告 127)
3)水位は管頭から水面までの距離
4)〈 :定 量下限値未満
5)モ ニタリング井戸N02の諸元 :井戸管頭高さ 187.5m、 井戸深度 200m、 ス トレーナーの位置 1670～ 1750m
出典 :「君津環境整備センター環境調査 平成 26年度年報J(平成 27年 4月 日鉄住金環境株式会社 )

分析項 目 単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 残翌荒
〔
'

難

採
取
状
況

屎取 日 4/7 5/12 6/2 7/7 8/4 9/1 10/8 l1/10 12/10 1/5 2/2 3/2
採 取 時刻 10:25 9:37 9:25 9:00 12:10 8:57 12:00 9:35 10:30 10:15 12:49 11:15
水 温 ℃ 166 18,5 232 19,4 30.2 22.9 25.6 204 125 142 150 145

745 745 746 746 743 740 744 74,9 744 744 74.4 744

分

析

結

果

水素イオン濃度指数 ( pH) 77 78 78 78 79 80 79 78 80 8.0 7.9
生 量 mg/L 〈05 く05 〈05 〈0.5 11 1.6 07 0.7 09 13 19 08

求 量 m自 /L 1.2 13 09 l.0 19 12 1.2 14 12 20 28 13
塩化物イオン ms/m 11 12 11 11 12 11 11 12 10 10 10 11

電気伝導率 m富 /L 53 52 54 50 51 51 53 54 54 51 53 52
カドミウム mg/L 〈0,0003 (0.0003 〈00003 〈00003 〈0.0003 く00003 (00003 〈0.0003 く00003 (0,0003 〈00003 〈0.0003 0003
全シアン m貿 /L 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検 出 不検出 不検出 不検出 不検出
鉛 mg/L く0005 (0005 (0005 〈0005 〈0,005 (0005 〈0.005 (0005 く0005 〈0005 〈0,005 〈0005 001
クロム m営 /し 〈001 (001 (001 (0.01 〈001 〈0 01 (001 〈0.01 〈001 〈001 〈001 〈001 005

砒素 mg/L く0.005 (0.005 (0005 〈0,005 〈0005 〈0005 〈0.005 〈0005 く0,005 〈0005 く0005 (0005 0.01
m宮 /L 〈00005 (0.0005 く00005 〈0.0005 く00005 〈00005 〈0.0005 (00005 く0.0005 〈0,0005 〈0,0005 〈0.0005 00005

PCB mg/L 不検出 不検出 不検出 不検出 不検 出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検 出 不検出
トツクロロエチレン m買 /し 〈0001 〈0001 〈0001 (0,001 (0001 〈0001 〈0001 (0001 く0.001 〈0001 〈0.001 〈0001 001コ
テトラクロロエチレン mg/L 〈0001 く0,001 (0001 〈0.001 (0,001 〈0001 〈0001 く0001 〈0001 〈0001 く0001 〈0001 0.01

m富 /L 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
アルキル水銀 mg/L 不検出 不検出
ジクロロメタン m冨/L (0001 002
四塩化炭素 mg/し 〈0_0002 0002
塩化ビニルモノマー m富 /し 〈00002 0002
1,2-ジ クロロェタン mg/L (00004 0004
1,トジクロロエチレン mg/L 〈0001 01
シス 1,2-ジクロロエチレン mg/し く0.001
1,2-ジクロロェチレン m富/L く0001 004
1,1,ト トリクロロエタン mg/L 〈0001 1

1,1,2-トリクロロエタン m富 /L 〈00006 0006
1,3-ジ クロロプロペン mg/L 〈0.0002 0,002
チウラム m質 /L 〈00006 0006
シマジン mg/L 〈00003 0003
チオベンカルブ m富 /し く0002 0,02
ベンゼン rn g/し 〈0001 001
セレン m富 /L 〈0002 001

び亜 m富 /し 032 10
ふっ素 m質 /L 01 08
イよう素 m富 /L 0.12 1

1,4-ジオキサン mg/L 〈0005 005
量 m富 /し く1

鉱油類含有量 mg/し 〈1

量 m富 /し 〈1

フェノー mg/L (0005
m富 /L 〈005
mF/L 2,7

mg/し く005
m富 /L 006

クロム含有量 mg/L (0.03

個/cn3 0
窒素含有量 m冨 /L 17
り 量 mg/L 002
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表 3-1-4,14(1)モ ニタリング井戸陥.3の水質の状況 (年度別平均値 )

地下水の水質汚濁に係る環境基準について (平 9313環告 10、 最終改正 :平 261117環告 127)
平成 23年度からカドミウムの基準値は、従前の 0 01 mg/Lから 0 003 mg/と に変更された。 (平 231027環告 94)
平成 26年度からトリクロロエチレンの基準値は、従前の 0 03 mg/し から0 01 mg/と に変更された。 (平 261117環告 127)
〈:定量下限値未満、(  ):測定値の (最小値～最大値)、 *:定量下限値未満を定量下限値に置き換えて平均値を算出した値
「君津環境整備センター環境調査 年報J(平成 22～ 23年度 :株式会社日鉄ウォーター、平成 24～ 26年度 :日 鉄住金環境株式会社)

24年度 25年度 26年度単位
H寺
22年度 23年度分析項 目

～ りアルキル1 1163 求採取回数

17.1(14.4^V19.6) 1711(15,0～ 194)13.1(99～ 189) 162(99～ 227) 179(122～ 23R)水 温 ℃ 13.2

.6-6 6.9 6-7-7 72 -7 2-666 6870
〈05 0.6* 〈05～ 11)10 〈05 0,8 05*((05～ 0.

56 ,9-6 8～78)65 7.6(6424 20 5.0的酸素要求量
178 13-3 150 12-221 170 l 178 10 5～ 154

77.8715 76 7

オ ン

12 208
・ll(X13〈0002 〈00003 〈00003 0003(0 002 く0002ムカ

シアン
く0.005 (0.005 001くUりも5 05くくり.UUb

〈001 005〈004 〈001 〈001
〈0005 001〈0 5 (0005 〈 5

く0.04

〈0.005

(004
005

クロム

00005〈00005 〈0.0005 (00005〈00005 〈00005(0.0005

PCB
〈0001 (0001 001〈0001 〈0001 〈0.001 〈クロロエチレン

〈0001 001(0001 (0001 〈ロロエチレン く0001 〈 001ア

アルキ
0,02(0.001 〈0.001 〈0001(0001 く0001ロロメ ン

〈0.0002 0.002く0.0002

く

(00002 (000 2〈0,0002 〈0,0002
〈00002く00002 く00002 (0.0002ビニルモノマー く00002 0.002

0004(00004 〈00004 (00004 0004ン 〈00004 〈00ロ ロ1 2-
(0001 〈0001 く0,001〈0001 〈0001 〈ロロエ レ ン1 1-

く0001 く0001 0〈000シスー1 (0001
〈0.001 004〈0001 (0001 〈 0011 2-ジクロロエチレン く0001

1(0001 (0001 〈0,001 〈 1〈0001 〈00011-1 1 ロロエ ン

0.006く00006 〈00006〈0.0006 く00006 〈00006 〈0,0006ン1 1 2-トリクロロ
〈00002 〈00002 0002〈00002 〈0.0002ロハミンロ1 〈0,0002

(00006 0.006(00006
〈

〈00006 くム く00006 く00006
0003〈00003 〈00003 〈00003〈0.0003 (00003 〈00003ンシ マ

002〈0.002 く0002 く0002〈0002 (0002 002〈チオベンカ
く0001 〈0001 001(0001 〈0001 く0かミ く0001

(0002 001〈0.002 (0.002 く0.0〈0 002 (0002セレン
10001038 001

〈0 1 0802 (0.1 03

く001
01

〈0.05 1(005
く0 1

(005
005〈0005 〈0005 〈0005 く0005ン / (0 01,4-

〈0001クロロホルム (0001
〈0002 く0002ジプロモクロrヱメタン L (0.002

く00011 (0001シ
′

ロ モ クロロ

〈001 〈001 (001ロモホルム

〈001 (001トリハロメタン
42 2

(001

(1 (1 く〈1

2

く1

〈l く1〈l く1

2

(1

〈1

(1

く0005(0005 く0 005 く0,005 〈0 05フェノール 〈0005
〈005 (005 05く005

045 0.23

(005
16

〈005
0.85

1119

026
0,06(0.05

15 43 5〈0 05 008
006
3

26

13

58ナトリ ム / 61
く003〈0.03 〈003 (0(003 く003ロ

56 110 750ム、

38 1640
2616 4

〈0 5 7

0 0 00

18

0大腸菌群数
1.1 107

〈001 〈001 001

分
　
　
　
析
　
　
　
結

果

りん含有量
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表 8-1-4.14(2)モ ニタリング井戸NO.3の水質の状況 (平成 26年度・月別 )

注 1)地下水の水質汚濁に係る環境基準について (謂戎9313環告 10、 最終改正 :平 2611、 17環告 127)
2)平成 26年度からトリクロロエチレンの基準値は、従前の0 03 mg/Lから0 01 mg/Lに 変更された。 (平 26.1117環告 127)
3)水位は管頭から水面までの円鼈 本地点は計測していない。
4)〈 :定量下限値未満
5)モニタリング井戸N03の諸元 :井戸管頭高さ 1997m、 井戸深度 200m、 ス トレーナーの位置 1797～ 183.7m
出典 :「君津環境整備センター環境調査 平成 26年度年報」 (平成 27年 4月 日鉄住金環勇株式会社)

分析項 目 単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 親
騨4/7 5/12 6/2 7/7 8/4 9/1 10/8 l1/10 12/10 1/5 2/2 3/2

9:23 10:18 10:06 10:05 9:38 10:15 12:58 9:10 9:27 13:08 11:14 10,12
水 温 ℃ 16 1 174 180 16.9 194 168 178 167 16.5 17.9 150 164
水位 9'

分

析

結

果

水素イオン濃度指数(pH) 6.7 67 66 6.7 6.9 74 6.7 67 72 6.9 72
生物化学的酸素要求量 mg/L 〈05 く05 〈05 く05 〈05 (05 (05 〈05 〈05 11 く05 (05
化学的酸素要求量 m質 /し 65 77 75 64 7.7 76 7.1 80 72 86 84
塩化物イオン 囀 /m 16 15 15 14 16 15 21 18 14 12 12 12

電気伝導率 m富 /L 78 80 81 78 78 83 79 78 76 75 74 74
カドミウム

全シアン

鉛

mg/L 〈00003 〈00003 〈00003 く00003 く0.0003 〈0,0003 〈0.0003 〈00003 (00003 (00003 く0.0003 く0.0003 0.003
m質/L 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
mg/L 〈0.005 〈0005 〈0005 (0005 〈0005 〈0,005 く0005 く0005 く0005 (0005 〈0.005 (0005 001

六価クロム m質/L 〈001 (001 〈0.01 〈001 (001 〈001 (001 〈001 〈0.01 〈001 く001 〈0.01 005
砒 素 mg/し (0.005 く0005 (0005 (0005 (0,005 (0005 〈0005 〈0005 〈0005 (0.005 (0005 く0005 001
総水銀 m富/し 〈0.0005 〈0.0005 く00005 (00005 (00005 (00005 〈0.0005 (0.0005 く00005 (00005 く00005 〈00005 O ll(X15
PCB mg/L 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

〈0,001
不検出

トリクロロエチレン m質 /L 〈0001 〈0001 く0.001 (0001 く0.001 (0.001 〈0001 〈0.001 〈0001 〈0001 (0001 0012,
テトラクロロエチレン

物

mg/し 〈0001 〈0001 〈0001 (0001 〈0.001 (0001 く0001 〈0.001 〈0001 〈0001 (0001 (0.001 001
mR/し 不検出 不検出 不ホ食出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 示検出 不検出 不検出 不検出

アルキル水銀 m宮 /し 不検出 不検出
ジクロロメタン m質 /L く0001 0、02

塩化ビニルモノマー

mg/し 〈0,0002 0.002

m富 /し (00002 0002
1,2-ジクロロエタン mg/し く00004 0004
1,トジクロロェチレン m貿 /し く0,001 01
シスー1 2- ロロエチレン mg/L く0.001 004
l ロロエ レ ン m富 /し 〈0001 004
と,1,1-ト リクロロエタン mg/L 〈0001 1

1,1,2-トリクロロエタン m質 /L 〈0,0006 0006
と,3ジクロロプロペン mg/L (0.0002 0.002

チウラム m真 /L (00006 0006
シマジン m富 /L (0,0003 0003
チオベンカルブ m買 /し 〈0002 002
ベンゼン lng/し 〈0001 001
セレン m富 /L 〈0002 0,01
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/し 005 10

ふつ素 m官 /L 〈0 1 0,8

ほう素 m冒 /L 〈0.05 1

と,4-ジオキサン

浮遊物質量

m宣 /L 〈0005 005
m富 /L 4

鉱 油類含有 量 mg/L (1

動植物油脂類含有量 m質 /L く1

フェノール類含有量 mg/L 〈0,005

銅含有量 m貿 /し (005
亜鉛含有量 mg/し 023
港解陛鉄含有量 m質 /し 1.1

溶解l生マンガン含有量 m宮 /し 59
クロム含有量 mg/L (003
大腸菌群数 動/cШ

l

0

窒素含有量 mg/L 10

りん含有量 mg/し 001
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表 3-1-4.15(1)モ ニタリング井戸No,4の 水質の状況 (年度別平均値 )

地下水の水質汚濁に係る乗境基準について (平 9313環告 10、 最終改正 :平 26H17乗告 127)
平成 23年度からカドミウムの基準値は、従前の 0 01 mg/し から 0 003 mg/Lに 変更された。 (平 231027環告 94)
平成%年度からトリクロロエチレンの基準値は、従前の嘲

l髪催象欝面ピ染鰯 楢絶催指巖 甥権5宴と篭化値〈:定量下限値未満、(  ):測 定値の (最小値～最大値)、 *
「君津環境整備センター環境調査 年報J(平成 22～ 23年度 :株式会社日鉄ウォーター、平成 24～ 26度 :日 鉄住金環境株式会社)

分析項 目 単位
通水
開女台口寺

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
::雪ヨ営

)

採
取
状
況

採取回数 □/年
1

(H191)
・水素イオン濃度指数～有機燐化合物 :12(ただしH23は 欠測のため 11、 H22～ 23の
生物化学的酸素要求量,化学的酸素要求量は 1)/・ アルキル水銀～りん含有量 :1

水 温 ℃ 14.4 102(151ヽ -168) 160(115^‐ ■75) 171(149^21.5) 17.1(134^■ 91) 173(14.8～ 211)

要求量

イオン

カドミウム

フアン

鉛

クロム

PCB
トリクロロエ レ ン

アトフクロロエ しノン

アルキル

ロ ロ

ニルモ

クロロエ ン

1 1 クロロエ レ ン

レン

分
1 2-ジクロロエチレン

1 1 1- クロロエタン

1 2- ロロエ

1 3- ロ ロ ロ

チ ム

シ マ

チオベンカル
ベンゼン

レ ン

果 ほ

1 4-ジオキサン
ロロホルム

ロ ロ ロ

モ ロロメ

モホルム

ハロメタン

フェ/―

ナ ム

クロム

ム

マン
'ン ム

大腸歯群数

りん含有量

6.8 67(66-69) 67(65～69) 6.7 6,9(67-71) 69 6-7
mg/L 〈05 (05 〈05 0.5* 〈0.5～ 05) 0.5*((0.5～ 06) 06* (05-1 1

mg/L 22 31 2.5 24(1.9～ 30) 24(1.6～ 36) 2.5(15～ 3.9)

mR/L 20 152(13～ 18) 312(14-98) 21 12～ 32) 15,4(13～ 20) 156 14-19)

ms//1n 82 70.8(58-76) 753(49-95) 72(64-79) 77.31 70-82)

mg/し (0002
0.0028下

((0002ハ V0007)
00022*
((0002-0003)

く0.0003 〈00003
00003本

(〈o.o003～ 00(X14)
00Ⅲ OIXた12,

m富/L 不検出 不快出 不検出 不検出 フT '出 不検出

mg/L 0006 (0,005 (0005 〈01005 〈0005
く0005^
((0005Ψ00071 0,01

m宮 /L 〈004 (004
〈0005

〈004 〈001 〈001 (001 005
mg/L 〈0.005 く0005 く0005 〈0005 〈0.005 001
m質 /L く00005 (00005 〈0,0005 (00005 (00005 〈00005 00005

Ⅲ質/L 不検出 不検出 不検出 く検出 不検出

〈0001
不検出

m質 /L 〈0001 (0001 〈0,001 く0.001 く0001 )03・ 00と
も

mg/し くll.('υ l くυ (lヽ ll

mg/L 不検出 不検出 不検出 不検出

m富 /L 不検出 不検出
〈0001

不検出 不検出 イ 1出 不検出

mЯ /し 〈0.001 〈0001 く0.001 く0001 (0001 002
m富 /L く0.0002 (00002 (00002 〈00002 く0,0002 (00002 0002
m買 /L 〈00002 〈0.0002 く00002 〈00002 〈00002

〈00004
0,002

m買 /L 〈00004 (00004 (00004 〈0.0004 (0.0004 0.004

m宜 /L 〈0001 (0001 〈0001 く0001 く0001 〈0001 1

m日 /L く0001 (0.001 (0,001 0.04

m質 /L 〈0001 く0001
く0001

く0001 く0.001 く0,001 (0001 004
m質 /L (0001 く0001 〈0,001 (0001 〈0001 1

m貿 /L く00006 (00006 (00006 〈0,0006 〈00006 く00006 0006
m質 /L (00002 〈0,0002 く00002 (00002 く00002 く00002 0.002

m質 /L 〈00006 (00006 〈0.0006 〈0.0006 〈00006 (0.0006 0006
mg/L 〈00008 (00003 く00003 〈00003 〈00003 く00003 0003
mF1/L (0002 (0.002 〈0002 く0002 〈0002 (0002 002
m富 /L (0001 く0001 〈0001 〈0001 く0001 〈0001 001
m富 /L く0,002 〈0002 く0002 く0002 く0002 (0002 001
m買 /L 002 〈001 0.16 〈001 く001 0.03 10

m質 /L (0 1 (0 1 0,3 01 く0,1 〈0 1 08

mg/L く0.05 く005 〈005 1

m宮 /L (0.005 〈0005 〈0005 (0005 (0005 005
mF)/1 〈0001 〈0001 く0.001

m富 /し (0002 〈0.002 く0 002

m質 /L (0.001 〈0001
(0,01

く0 01

(0001
m宜 /L 〈0,01 〈001
mg/L く001 〈001

く1mR/L 2 4

(1

く1 21 25

m質 /L く1 (1 (1 (1 く1

m質 /L (1 (1 く1 (1 〈l (1

m[I,/L (0005 (0005
〈005

〈0005
(005
0,91

006

〈0005
〈005

〈0,00局 0,009

mr髯 /L 〈005 (005 〈005
m質 /L 20 0.07 032 26

m質 /L 〈005 040 (0.05 11 11

mg/L tl.33 く005 く0 05 (005 0.09 006
mF【 /L 40 21 22

m買 /L く003 く003 〈003 (003 く0.03 (0.03

m``/L 480 440 450

m富 /L 44 5,9 49

13 29 19

度 08 12 0.8

l回/c√ 0 0 0 0 0 0

01 01 01

007mg/L 003 006
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表 3-1-4.15(2)モ ニタジング井戸NO.4の 水質の状況 (平成 26年度・月別 )

注 1) 地下水の水質汚濁に係る環境基準について (平 9313環告 10、 最終改正 :平 261117環告 127)
2 平成 26年度からトツクロロエチレンの基準値は、従前の 0 03 mg/Lか ら0 01 mg/し に変更された。 (平 261117県告 127)
3 水位は管頭から水面までの距離
〈:定量下限値未満
モニタリング井戸配 4の 諸元 i井戸管頭高さ 1663m、 井戸深度 50.Om、 ス トレーナーの位置 1163～ 124,3m

4

5

出典 :「君津
"呆

‐
境整備センター環境調査 平成 26年度年報」 (平成 27年 4月  日鉄住金環境株式会社 )

分析項 目 単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 鶏
1'

難

採
取
状
況

採 取 日 4/7 5/12 6/2 7/7 8/4 9/1 10/8 11/10 12/10 1/5 2/2 3/2
9150 10:34 10:27 9:55 9:50 10:04 13:13 9:20 9139 10:00 8:49 9:59

水 温 ℃ 16.7 186 194 172 189 176 211 164 15.8 150 14 8 156
m 47,2 473 474 46 3 47.5 47.5 476 476 478 479 48 1 47.9

分

析

結

果

オ ン 69 70 69 66 67 68 7,0 66 67 71 68 71
生 物 ヒ学的酸素要求量 mg/L く0.5 〈05 〈05 08 06 (05 11 (05 く0.5 05 く05 〈0.5

m質 /し 27 23 16 15 22 23 2.3 29 2.6 32 30 39
塩化物イオン ms/m 15 14 17 17 15 15 19 15 15 15 16 14
電気伝導率 m富 /し 70 71 76 76 78 78 78 82 80 81 77 80
カドミウム

全シアン
mg/L 〈00003 00004 〈0.0003 く00003 〈00003 (00003 〈00003 〈0.0003 く00003 く0,0003 〈0.0003 〈00003 0003
m富 /し 不検出 不検 出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検 出 不検出
mg/L 〈0.005 0007 〈0005 〈0005 (0005 〈0005 〈0005 (0005 く0005 〈0005 〈0005 (0.005 001

六価クロム m宮 /し 〈001 く001 く001 (001 く001 く001
〈0,005

〈0.01 (001 〈001 〈001 〈001 〈001 005
砒 素 mg/し 〈0005 (0005 (0005 〈0005 (0005 〈0.005 (0005 〈0005 (0.005 (0005 (0005 0.01
念水銀 m富 /L く0.0005 〈00005 〈00005 〈00005 (00005 く00005 (0,0005 (00005 く00005 (0.0005 (00005 〈0.0005 001X15
PCB mg/し 不検出 不検出 不検出 不検出 不検 出 不検 出 不検 出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
トリクロロエチレン m宮 /L 〈0001 〈0001 〈0001 〈0001 〈0001 〈0001 〈0,001 (0001 〈0001 〈0.001 〈0001 く0.001 0012)
テトラクロロエチレン mg/L 〈0001 〈0001 く0001 (0001 〈0001 (0001 (0001 〈0001 く0.001 〈0001 〈0001 く0.001 001
有機燐化合物
アルキル水銀

m富 /し 不検出 不検 出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検 出 不検 出
mg/L 不検出 不検出

ジクロロメタン m富 /L 〈0001 002
四塩 ヒ炭 素 mg/L く0,0002 0,002
ビニル モ マ ー m富 /L く0.0002 0002
E2ロ エタン

1,1ジクロロェチレン
mg/L 〈0.0004 0004
m富 /し 〈0001 0.1

シスー1,2-ジクロロェチレン mg/し 〈0001
1,2-ジクロロェチレン mg/L 〈0001 0,(14
1,1,1-ト リクロロエタン mg/し く0001 1

1,1,2-ト リクロロエタン /し (00006 0006
1,3-ジクロロプロペン mg/L く0,0002 0002
チ Iフラム mg/L く00006 00∞
シマジン mg/L 〈00003 0.003
チオベンカルブ m富 /L く0,002 002
ベンゼン mg/L 〈0,001 001
セ レン m宮 /L (0002 001

m冨/L 003 10

ふっ素 m宮 /し 〈0 1 08
IERう ; mg/し く005 1

1,4-ジオキサン m貿 /L (0005 0.05
mg/L 25

鉱油類含有量 m質 /L (1

有 量 m富 /L (1
フェノー mg/し 0009

m富/し 〈0,05
mg/L 2.6

m貿 /L 11

m冨 /L 0.06
クロム含有量 m宜 /し (003
大月房〃・i
「
群数 イ固/cば 0

窒 mg/L 0.1

りん含有量 m質 /し 0.07
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表 8-1-4 16(1)モ ニタリング井戸 Nα 5の 水質の状況 (年度別平均値 )

注 1)地下水の水質汚濁に係る環境基準について (平 9313環告 10、 最終改正 :平 26H17環告 127)
2)平成 26年度からトリクロロエチレンの基準値は,従前の 0 03 mgれ から0 01 mg/1′ に変耳された。 (平 26,11.17環告 127)

3)〈 1定量下限値未満、(  ):測定値の (最小値～最大値)、 *1定量下限値未満を定量下限値に置き換えて平均値を算出した値
4)    は環境基準を未達成
出典 :「君津環境整備センター環境調査 年報」(平成 24～ 26年度 :日 鉄住金環境株式会社)

分オナ
r埃 日 早イ互 通水開始時 24年度 25年度 26年度

琲壮竜
1'

基準

採取回数 回/年
1

(H251)
・水素イオン濃度指数～有機燐化合物 :H24は 3(H25年 1月 より測定開始 )、
H25は 12、 H261ま 10/・アルキル水銀～りん含有量 :H24,25は と、H26は 0

水 温 ℃ 147 14馬 (1絲～ 155) 162(13.6～ 17.6) 17,0(14.2～ 190)

分

析
　
　

　

結

　

　

　

果

水素イオン濃度指数(pH) 68 6.8 7.0 (6.8^V7 2) 71 .8-7
07* 〈0.5～ 09)生物化学的酸素要求量 mg/L く05 〈0.5

20(19～ 20)
06・ (〈 05～ 09)

化学的酸素要求量 m質 /L 22 23(1,7～ 41) 26(0.9～ 39)

塩化物イオン m質 /L 11 11(10～ 12) 12 11～ 15) 13(12～ 14)

電気伝導率 ms/m 7り 74 71-77 637 55-7 507(45-54)
カドミウム m日 /L く00003 〈0!0003 く00003 く0,0003 O IX13

仝シアン mF】/L 不検出 コ 不検出 不検出

ロ ム

nl,1/L く0005 (0005 (0005 0.008*((0005～ 0.022) 0.01

m買 /L 〈001 (001 (0,01

0.016・ (く0.005-0.067)
〈00005

(001
0.020(く 0,007-0.070)
(00005
不検出

005

砒 素 mロノし く0,l10b (0005 0,01

総水銀

PCB
m質 /L く00005 〈00005

不検出

00005

mg/L 不検出 不検出

トリクロロエチレン mf1/L 〈0001 く0001 (0001 〈0001 003・ 001り

ロロエチレン

イ陀

m質 /L く0001 (0001 く0.001 〈0001 001
m富 /L 不検出 不検出 不検出

アルキルクよく銀 m宜 /L 4ヽ標出 今 刊天出

(0001
〈0002
(0002

4｀↑夷ロユ コ 1`典 山

ジクロロメタン

化ビニルモノマー

m富 /L く0001 (0001 002
mg/L 〈00002 く0,002 0002
mg/L (00002 〈0002 0002

1,2-ジクロロエタン m自 /L 〈00004 (0004 〈0004 0004

1,1-ジクロロエチレン

シん 1、2シψロロエチレン
mR/L (0001 (0001

〈0001
く0001 01

mR/L く0001 〈0001 004

1,2-ジクロロエチレン mFr/L (0001 く0,001

(0001
(0001 004

1 1 1- ロ ロエ

1 1 2-ト クロロエ ン

m質 /L (0001 〈0001 1

0006m質 /L 〈00006 (00006 〈00006

1,3-ジクロロプロペン mg/L 〈0.0002 〈00002

(00006

く00002 0002

チウラム m自 /L 〈00006 〈00006 0006
シマジン In宮 /L 〈0.0003 く00003 (00003 0003

チオベンカルブ mF【 /L 〈0002 〈0002
〈0001
(0002
〈001

〈0002 002
ベンゼン

セレン

mg/L 〈0001
(0002

く0001
(0002

001
m質 /L 001
mg/と 0 14 (001

(0 1

〈005

10

mR/L 01 (0 1 08

ほう素 m宮 /L 027 〈005
〈0005
4

1

1,4-ジオキサン mR/L く0005 〈0.005 005

浮遊物質量 船貿/L 4 40

動

フェノー

m宜 /L (1 〈1 〈1

mg/L (1 (1 〈I

L

L

(0005 〈0005 〈0005
〈005
009

11

(005
く005

く005
〈005mg/し

m質 /L 0 12 10

溶解吐マンガン含有量 mg/と , 088
〈003

0.2

0 19

クロム含有量 m自 /L く003 (003
0大腸菌群数 伺 /c正 0

空素含有量 mg/L 014 03

0.22りん含有量 mg/L 004 004
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表 8-1-4.16(2) モニタリング井戸NO.5の 水質の状況 (平成 26年度 。月別 )

地下水の水質汚濁に係る環境基準について (平成 9313環告 10、 最終改正 :26H17環告 127)
平成 26年度から トリクロロエチレンの基準値は、従前の 0 03 mg/Lか ら 0 01 mg/し に変更された。 (平 26H17環 告 127)
水位は管頭か ら水面までの距離
く:定量下限値未満
モニタリング井戸N05の 諸元 :井 戸管頭高 さ 1961m、 井戸深度 507m、 ス トレーナーの位置 1534～ 1454m
2月 と 3月 は、水がなかったため測定不能であった。
「君津環境整備セ ンター環境調査  平成 26年度年報J(平成 27年 4月  日鉄住金乗境株式会社 )

分析項 目 単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 H月 12月 1月 2月 3月
巧誕琵

t'

採
取
状
況

採取 日 4/7
10:00

5/12 6/2 7/7 8/4 9/1 10/8 11/10 12/10 1/5
採取時亥1 10:47 10i44 8:55 11:28 10:31 10:48 9:45 11:19 11:27
水 温 ℃ 16 1 179 190 18,2 189 163 182 164 142 145
水位

3, 465 460 46 1 458 467 46 7 463 46 2 460

分

析

結

果

水素イオン濃度 指 数 (pH) 72 69 68 71 72 69 7.0 73
生物化学的酸素要求量 m宮/L 08 07 07 〈05 〈05 (05 〈05 06 09 08
化学的酸素要求量 m宜/L 30 32

14

23 09 39 30 23
塩化物イオン ms/m 12 12 12 13 12 13 13 12 13

電気伝導率
カドミウム

m宜/L 52 54 54 53 53 51 50 49 46 45
m富 /し 〈00003 〈0,0003 (00003 く00003 (00003 〈00003 (00003 〈00003 く00003 〈00003 0003

全シアン m買 /し 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検 出 不検 出 不検出 不検出 不検出
鉛 m富 /し 0008 〈0005 く0005 〈0005 〈0005 〈0005 (0005 〈0005 0.014

(001
0.022

(001
0,012

(00005

001
六価クロム mg/L (001

0.070

(00005

〈001
0.033

〈00005

〈0.01

0.021

〈00005

〈001 く001 〈001 〈001 (001 005

水

mg/し 0007 0.017
〈00005

0007 0008 0,015
く00005

0010 001
m宜 /し く00005 (00005 (00005 〈00005 000Э5

PCB mg/L
mg/と

不検出 不検 出 不検 出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

く0001 く0001 (0001 (0001 〈0001 く0001 〈0001 〈0001 〈0001 〈0001 001D
mg/L
m質 /L

く0001 〈0001 〈0001 (0001 〈0001 〈0001 〈0001 く0001 〈0001 (0001 0.01

有機燐化合物
アルキル水銀

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検 出 不検 出 不検出 不検出
m宮/L 不検出

ジクロロメタン m質 /し 002
四塩化炭素 m宮/L 0,002

塩化ビニルモノマー m宜/L 0002
1,2-ジクロロェタン m宮 /し 0004
1,1ジクロロェチレン mg/し 01
シスー1,2-ジクロロェチレン mR/し

1,2-ジクロロェチレン m宜/L 004
1,1,1トツクロロエタン m貿/L 1

1,1,2-トリクロロエタン mg/L′ 0006
ロロプロペン m富 /し 0002

mg/し 0006
シマジン m口/L 0003
チオベンカルブ
ベンゼン

mg/L 002
mg/L 001

セレン mg/L 001
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 m富/L
ふつ素 mg/L 08
ほう素 m富/L 1

1,4-ジオキサン m富/L 005
浮遊物質量 m質 /L
鉱油類含有量 m富/L
動植物油脂類含有量 mg/L
フェノール類含有量 m宮/L
銅含有量 mg/L
亜鉛含有量 m富/L

m富 /L
溶解隆マンガン含有量 m富/L
クロム含有量 m宮 /L
大腸菌群数 lDcnt〕

窒素含有量 m貿/L
りん含有量 m富/L
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5 水底の底質の状況
(1)君津市及び市原市における底質調査結果
事業実施区域周辺の河川等の底質のダイオキシン類の測定結果は表 3-1-5,1

に示す とお りであり、底質に係る環境基準を達成 し′ているし

表 3-1-5.1 底質のダイオキシン類沢J定結果
(単位 : pg―TEQ/

出 典 「平成 21～ 25年度 ダイオキシン類に係る環境調査結果J(平成 22年 12月 ～27年 3月 環境省 )

(2)「 H21環境影響評価書」における調査結果
「H21乗境影響評価書Jに よると、平成 18年 8月 及び平成 19年 1月 に御腹川の

水質調査地点 (図 3-1-4.1中 の ①～④)で実た した底質調査結果は、溶出量に
ついては、参考に示した水質に係る環境基準を下回る濃度を示しているが、調査地

点①で硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素、ダイオキシン類が他の地点

より高い値を示している。これらの項目については、ダイオキシン類以外は水質の

調査結果でも高い値を示している。なお、銅、亜鉛等は各地点とも同様な値を示し

ている。

また、含有量については、ダイオキシン類は環境基準を下回つてお り、総水銀、

PCBに ついても、底質の暫定除去基準を下回つている。有機物質では、調査地点

①で化学的酸素要求量が他の地点より高い値がみられるが、他の項目は各地点とも

ほぼ同様な値を示している。調査地点①の化学的酸素要求量は水質でも他の地点よ

り高い値になつており、浸出水処理水の影響を受けていると考えられる。

測 定 結 果

平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度

環境

基準
沢1定地点名

平成 21年度 羽或22破
水 域 名

0.19 0 12 0 21)持 田崎檎 0 31 0 17養老川上流

0.11御腹川橋御腹川 150以 下

堤体直上流都 17亀山ダム貯水池
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項  目 単 位
調査地点 環境基準

(参考 )① ②
′

② ③ ④

有
宝

物

質
等

カ ドミウム mg/L 〈0.001 〈0 001 〈0.001 く0,001 〈0.001 (0.01)
全 シアン mg/L く0,1 〈0 1 (0.1 〈0 1 〈0.1 (不検出)
鉛 mg/L 0.001 0.001 0.001 0,001 0.001 (0.01)

(0.05)六価クロム mg/L 〈0.005 〈0.005 く0.005 〈0.005 (0.005
砒 素 mg/L 0.003 0 0 02

〈0.0005
0,001 0 002 0.002 (001)

総水銀 mg/L (0,0005 〈0,0005 く0 0005 〈0.0005 (0,0005)
アルキル水銀 mg/L

mg/L
く0.0005 〈0,0005 〈0.0005 (0,0005 く0,0005 (不検出)

PCB (0.0005 〈0.0005 (0,0005 く0.0005 く0.0005 (不検齢
セ レン mg/L

mg/L

〈0.001 〈0,001 〈0 001 く0.001 〈0,001 (0.01)

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

0 29 〈0.05 0.09 0 07 0 16 (10)

ふっ素 mg/L 0.5 〈0 1 0.1 0 1 〈0 1 (0 8)
イよう素

金同

mg/し 0,10 0,01 く0,01 く0.01 く0.01 (1)

mg/L く0,1 〈0.1 〈0,1 く0. 1 〈0,1
亜鉛 mg/L 0,010 0 009 0,006 0,007 0.006
鉄 mg/L 36 9.7 2.7 27 25
マ ンガ ン

ク ロム

mg/L 0.07 (0 05 く0.05 0,05 0 07
mg/L 〈0.005 〈0 005 〈0,005 く0 005 〈0 005

ダイオキシン類 pg― TEQ/L 0 36 0 024 0.034 0.023 0.023 (1)
1

表 3-1-5.2(1)底 質現地調査結果 (溶出量 )

18 19

濃度 :調 査地点①,② ,① ,④ は年 2回 の平均値、調査地点②
′
は年 1回の測定値

〈:定量下限値未満
環境基準は、水質汚濁に係る環境基準を参考に示 した。
「君津環境整備センター増設事業に係る環境影響評価書J(平成 21年 5月 新井総合施設株式会社 )

表 3-1-5,2(2)底 質現地調査結果 (含有量 )

18 19

濃度 :調査地点①,② ,③ ,④ は年 2回 の平均値、調査地点②
′
は年 1回 の測定値

〈:定量下限値未満
ダイオキシン類に係る基準値は、 「ダイオキシン類対策特別措置法に基づくダイオキシン類による大気の汚
染、水質の汚濁 (水底の底質の汚染を含むぅ)及 び土壌の汚染に係る環境基準Jに基づく。総水銀及び PCBの 基

席 :写磐注養憂墓濡薯夢少杢冠筆攀異だ凛乞愛髪影糞 《瞥 F(絨 ど :言
)焦
毯蔦 設株式会社 )

8

8月 、
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項  目 単位
査 地

環境基準等
① ②

′
② ③ ④

有
堂

物

質

等

カ ドミウム m貿 /k質 〈0,1 く0, 1 く0.1 〈0,1 〈0, 1

全 シアン mF【 /k富 〈05 〈0.5 〈0.5 〈0.5 く0.5
鉛 m富 /k貿 4.2 1.6 2.8 2.9 2.6
六価クロム mチF/k貿 〈0 5 〈0.5 〈0.5 〈0 5 〈0.5
砒 素 mg/kg 1.5 13 2.3 1.4 16

〈0.01総水銀 mg/kg 0 01 く0.01 〈0 01 〈0.01 25

アル キル水銀 mg/kg く0.01 (0.01 (0 01 〈0.01 〈0 01
PCB mg/kg 〈0.01 〈0.01 〈0,01 〈0,01 〈0.01 10

セ レン mg/k= (0 2 〈0 2 〈0.2 〈0.2 〈0.2
硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

mg/kg 1.4 0.9 08 06 1.4

ふ つ素 mg/kg 26 22 21 23 23

ほ う素 mg/kg 7.7 3.5

4.3

49 5,2 47

¢同 mg/kg 92 7.3 70 6.6
亜鉛 mg/k富 57 25 45 43 46

鉄 m冨 /k貿 18,500 9,400 22,500 20,500 21,000
マンガン mg/k貿 260 130 255 610 370
ク ロム mF【 /k貿 73 83 74 38 41

ダイオキシン類 p富―TEQ/貿 0.59 0. 16 0.22 0. 17 0. 19 150
有
機
物
質

硫化物 mg/g 0.03 0.04 0,04 0.02 0.04

強熱減量 % 2.1 0,7 10 1.9 0,9

化学的酸素要求量 mg/g 7.4 0.3 0,5 0.5 0.5
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6 騒音の状況
(1)君津市及び市原市における騒音測定結果

ア 道路交通騒音の状況
千葉県では自動車交通騒音について面的評価及び点的評価発行つている∩その う

ち、平成 25年度イ「 君津市及び市原市
で測声さねyた 結果は、表 3-1-6.1に 示す と

お りである。

環境基準の達成割合は、面的評価 では昼間・夜間 とも基準値以下は 82.5～

100.0%、 昼間のみ基準値以下は 0.0～ 6.9%、 夜間のみ基準値以下は 0.0～ 4.4%、

昼間・夜間とも基準値超過は 0.0～ 9,4U/。 となつている。

表 3-1-6.1 自動車騒音調査結果 (平成 25年度・面的評価 )

出典 :「平成 26年版 千葉県環境白書J(平成 26年 12月 千葉県 )

また、市町村は主要幹線道路において自動車騒音要請限度調査を実施 している。

君津市及び市原市で沢1定 された結果は、表 3-1-6.2に 示す とお りであり、すべ

ての地点で自動車騒音の要請限度以下となつている。

表 3-1-6.2 自動車騒音要請限度調査結果 (平成 25年度 )

区域の区分 b区域 :主 として住居の用に供される区域
平成 25年度は市原市の測定地点はない。
「平成 26年版 千葉県環境白書」 (平成 26年 12月 千葉県 )

１

２

典

注

　

出

路 線 名 測定地点の住所

東
境
基
準
類
型

車
線
教

等価騒音

レベ ル

面的評価の結果
昼間・夜

間とも基
準値以下

昼間のみ
基準値以
下

夜間のみ
基準値以
下

昼間・イ欠

間とも基

準値超過昼 F日耳 夜 間

dB dB % % % %

館山自動車道 君津市三直 B 4 51 41 96.3 0.0 0,0 3,7

一般国道 410号 君津市大坂 B 2 57 48 100 0 0.0 0,0 0.0

一般国道 410号 君津市青柳 B 2 67 59 82.5 6.9 1,2 94

長浦上総線 君津市戸崎 B 2 66 58 100 0 00 0,0 00

一般国道 297号 市原市下矢田 B 2 69 63 100.0 0.0 00 00

一般国道 297号 市原市牛久 B 2 69 65 97 5 0 1 0.0 2.4

一般回道 297号 市原市浅井小向 C 2 70 63 100 0 0.0 00 00

五井本納線 市原市更級 2丁 目 7 B 2 67 64 99.3 07 00 00

五井本納線 市原市能満 B 2 70 64 96 4 0.0 02 34

大多喜君津線 市原市石神 C 2 62 50 100,0 0.0 0.0 0.0

大多喜君津線 市原市大久保 C 2 61 48 100,0 0.0 00 00

土気停車場線金剛地線 市原市金剛地 B 2 65 56 100.0 0.0 0.0 00

茂原五井線 市原市廿五里 B 2 71 66 97 0 15 0.0 1.5

南総月出線 市原市山口 C 2 55 42 100.0 00 0.0 00

市道 3号線 (師呑岡涌 り)

袖ヶ浦姉ヶ崎停車場線

市原市人幡 C 4 60 53 100,0 0.0 00 0.0

市原市姉崎 C 2 63 58 100 0 00 0.0 0.0

市道 4号線 (公園通 り) 市原市ちはら台南 1丁目 1 B 4 67 60 95.6 0.0 4,4 0.0

道路為 沢1定地点

区域
の

区分

車線
数

等価騒音 レベル (dB) 要請限
度判定

昼 間 夜 間

県道君津鴨川線 君津市内箕輪 11地先 b 2 67 61 O

県道加茂木更津線 君津市末吉 437地先 b 2 72 64 ○
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イ 道路交通騒音の経年変化
君津市及び市原市の平成 21～ 25年度における自動車騒音要請限度調査による道
路交通騒音の経年変化は、表 3-1-6.3に 示す とお りである。測定 したすべての
道路は、昼間、夜間 ともに横ばいない しわずかに減少傾向にある。

表 3-1-6.3 自動車騒音要請限度調査による道路交通騒音の経年変化

道路名
区域
の

区分

等価騒音 レベル (dB)

昼  間 夜  間
H21 H22 H23 H24 H25 H21 H22 H23 H24 H25

県道君津鴨川線 b 69 67 69 69 67 63 60 62 61 61

県道加茂木更津線 b 71 69 69 71 72 63 66 61 62 64

県道荻作君津線 b 72 71 70 70 67 66 64 64

国道 16号 C 70 71 67 68

国道 297号 (藤井 ) b 70 72 71 67 68 67

国道 297号 (五所 ) C 70 71 71 66 68 67

県道 24号 (千葉鴨川線 ) C 72 70 69 66 66 64

注)区域の区分 b区域 !主 として住居の用に供される区域
c区域 :相 当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される区域

出典 :「平成 22～ 26年版 千葉県環境白書」(平成 23年 2月 ～平成 26年 12月 千葉県)

ウ.環境騒音の状況

平成 23年度に君津市が、平成 25年度に市原市が用途地域内で測定 した環境騒音
の状況は表 8-1-6.4に 示すとお りである。
君津市では、環境基準を達成 しているのは昼間については 20地 点の うち 19地点

(95%)、 夜間については 11地点 (55%)で ある。また、市原市では、環境基準を
達成 しているのは昼間については 15地点のうち 14地点 (98%)、 夜間については
5地点 (33%)で あ り、両市とも夜間の環境基準達成率が低くなっている。

表 3-1-6.4 環境騒音における環境基準達成状況 (平成 23・ 25年度 )

n/minは 環境基準適合地点数、mは測定地点数
( ):環 境基準達成率
君津市では *の用途地域は指定されていない。
君津市では環境騒音の測定を平成 24年度、25年度に行っていないため、平成 23年度の測定結果を示した。
「平成 24年度版 きみつの乗境 J(平成 25年 3月 君津市市民環境部環境保全課 )
「平成 26年版 いちはらの環境」 (平成 27年 3月 市原市 )

類型

区分
地  域

君津市注4) 市原市

昼  間
6:00-22:00

夜  間
22: 00-6:00

昼  間
6:00-22:00

夜  間
22:00-6:00

A

第 1種低層住居専用地域
第 2種低層住居専用地域 *

第 1種 中高層住居専用地域
第 2種 中高層住居専用地域 *

H/11
(100%)

8/H
(73%)

3///4

(75%)

2ノ//4

(50%)

B

第 1種住居地域
第 2種住居地域 *

準住居地域
*

4///5

(80%)

2//5

(40%)
6///6

(100%)

2//6

(33%)

C
近隣商業地域

*、
商業地域

準工業地域、工業地域
*

4///4

(100%)

1/4
(25%)

5///5

(100%)

1/5
(20%)

用途地域全体
19/20
(95%)

11/20
(55%)

14/15
(93%)

5/15
(33%)
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(2)「 H13生 活環境影響調査書」における調査結果

「H13生活環境影響調査書」によると、平成 10年 10月 に図 3-1-6.1に 示す既

設埋立地の敷地境界北 (地点 1)及び蔵玉 (林道戸面蔵玉線沿道 :地点 6)に おい

て騒音「
・用査を行つてお り、その結果は表 3-1-6.5に 示す とお りであるり

等価騒音 レベルは既設埋立地の敷地境界北で平均 41dB、 蔵玉で平均 47dBと なつ

ている。これ らの調査地点には、環境基準の類型を当てはめる地域の指定はないが、

敦地境界北では、類型 A地域に相当する環境基準 (昼間 55dB以 下)を達成 してお り、

蔵玉では、A地域のうち 2車線以上の車線を有する道路に面する地域に相当する環

境基準 (昼 間 60dB以下)を 達成 している。

表 3-1-6.5 事業実施区域付近の騒音の状況

番 号 調査地点

等価騒音 レベル (dB)

平 均
最大

(出 現時間帯 )

最小

(出現時間帯 )

1
敷地境界北

(既設埋立地 )
41

45

(12～ 13時 )

36

(18～ 19時 )

6
蔵  玉
(林道沿道 )

47
51

(7～ 8時 )
40

(13～ 14時 )

注 1)調査年月 日 :平成 10年 10月 20日 (火 )7時 ～ 19時
2)平 均は 7時 ～ 19時 までのエネルギー平均値 最大、最小は 1時 間値
3)地 点番号は、図 3-1-6.1に 対応す る。
出典 :「君津環境整備センター建設事業 生活環境影響調査書」

(平成 13年 12月 新井総合施設株式会社 )
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図 8-1-6.1 騒音・振動調査地点位置図

注 :地点番号は、表 3 1-6 5ヽ 9中 ケ)番号に対応する,
地点 1,6  :H13生活囃境影響調査書「lH弓査
地点 3～ 5,7:121環 境影響評価書調査
地点 2,6  :そ ニタリング調査 (年報 )

l tlll環境整備センター建設事業 生活環境影響獄la¬査書 |

(平成13年 12月 新井総合施設株式会社 )
1君津環境整備センター増設事業に係る環境影響評価書」

(平成21年 5月 新井総含施設株式会社)
「君津環境1畜備セレター環境調査年報」

(株式会仕日鉄 ウォーター、日鉄住金
葉坑ド「、式会社 )

出典

対象事業実施区域

増 Attl ll立 ドll

l九設埋立地

凡  例

■  騒音・振動調査地点

●  騒音調査地点
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(3)「 H21環境影響評価書」における調査結果
「H21環境影響評価書」によると、環境騒音として、平成 19年 2月 に既設埋立地

の敷地境界 (北側 :地点 3)及び敷地境界 (南側 :地点 4)、 道路交通騒音として、

国消 465号 (地点 5)は平成 19年 3月 、林道戸面蔵玉線 (地点 7)は平成 19年 2月

に騒音調査を実施 してお り (図 3-1-6.1参 照 )、 その結果は表 3-1-6.6～ 8に

示すとお りである。

環境騒音の等価騒音 レベルは、既設埋立地の敷地境界 (北側)で は昼間 46dB、 夜

間 29dB、 敷地境界 (南側)では昼間 54dB、 夜間 31dBで あった。また、時間率騒音

レベルの 90%レ ンジ上端値 (LA5)は 既ヽ設埋立地の敷地境界 (北側 )では昼間 41dB、

夜間 28dB、 敷地境界 (南側)で は昼間 47dB、 夜間 30dBで あつた。

道路交通騒音の測定結果は、等価騒音 レベルについては、国道 465号で昼間 65dB、

夜聞 55dB、 林道戸面蔵玉線で昼間 59dB、 夜間 38dBで あつた。

また、廃棄物搬入車両走行時のピーク騒音 レベルは、最大値は 91dB、 最小値は 67dB、

平均値は 81dBで あった。

表 3-1-6.6 環境騒音沢1定結果

調査地点

等価騒音 レベル 時間率騒音 レベル

LAnn(dB) LAお (dB) LA=∩ (dB) LA9ヽ (dB)

昼 間 夜 間 昼 間 夜 間 昼 間 夜 間 昼 間 夜 間

3
敷地境界 (北側 )

(既設埋立地 )
46 29 41 28 31 28未満 29 28未満

4
敷地境界 (南側 )

(既設埋立地 )
54 31 47 30 31 28未満 28 28未満

調査年月 日 :平成 19年 2月 6日 (火 )6時 ～7日 (水 )6時
地点番号は、図 3-1-6.1に 対応する。
「君津環境整備センター増設事業に係 る環境影響評価書J(平成 21年 5月 新井総合施設株式会社 )

表 3-1-6.7 道路交通騒音沢1定結果

注 1)調 査年月日 :地 点 5 平成 19年 3月 22日 (木 )22時～23日 (金 )22時
地点 7 平成 19年 2月 6日 (人 )6時 7゙日 (水 )6時

2)地点番号は、図 3-1-6 1に 対応する。
出典 :「君津環境整備センター増設事業に係る環境影響評価書J(平成 21年 5月 新井総合施設株式会社 )

表 3-1-6.8 ピーク騒音 レベル (LAmax)沢 1定結果

調査地点 項  目
ピーク騒音 レベル (LA的方マ)(dB)
上 り 下 り 全 体

7 林道戸面蔵玉線

最大値 91 83 91

最小値 81 67 67

平均値 85 77 81

調査年月日 :平成 19年 2月 6日 (火 )6時 ～7日 (水 )6時
地点番号は、図 3-1-6 1に 対応する。
「君津秦境整備センター増設事業に係る環境影響評価書」

(平成 21年 5月 新井総合施設株式会社 )
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武周杏 l‖J点

等価騒音 レベル 時間率騒音 レベル

LAnn(dB) LAヽ (dB) LA軸 (dB) LAり (ヽdB)

昼 間 夜 間 昼 間 夜 間 昼 間 夜 間 昼 間 夜 間

5 国道 465号 (稲 ヶ崎 ) 65 55 70 43 42 28 30 28未満

7 林道戸面蔵玉線 59 38 50 32 33 28未満 28 28未満
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(4)君津環境整備センターにおけるモニタリング調査結果
君津乗境整備センターでは、平成 16年 4月 の開設以来、図 3-1-6.1に 示す既
設埋立地の敷地境界東 (地点 2)及 び蔵玉 (地 点 6)に おいて騒音のモニタリングを行
つてお り、最近 5年間の結果は表 3-1-6.9に 示すとお りである。
既設埋立地の敷地境界東では、8時台及び 17時台の埋立作業時間外の暗騒音は
90%レ ンジの上端値 (LA5)で 42～ 60dB、 9時台～ 16時台の埋立作業時間内では 50
～72dBと なっている。

蔵玉の 8時台及び 17時台の廃棄物搬入車両通行時間外の暗騒音は等価騒音 レベル

(LAcq)で 41～ 61dB、 9時台～ 16時台の廃棄物搬入車両通行時間内では 46～ 69dBと

なっている。

表 3-1-6.9 騒音モニタリング調査結果
単位 :dB

注)地点番号は、図 3-1-6 1に対応する。
出典 :「君津環境整備センター環境調査 平成 26年度年報」(平成 27年 4月 日鉄住金環境株式会社 )

番 号 調査地点
調査 日

時間帯

H22年 度

(H23.1)

H23年 度

(H24,1)

H24年度

(H25 2)

H25年 度

(H26.2)

H26年度

(H27.1)

2
敷地境界東

(既設埋立地)

8時台 (暗騒音 )(LA氏 ) 55 58 56 57 56

9時台 (LA氏 ) 54 66 61 64 71

10時 台 (LA氏 ) 56 58 60 62 72

H時 台 (LA5) 57 65 58 62 72

12時台 (LAS) 56 60 57 63 67

13時 台 (LAS) 62 63 58 65 67

14時 台 (LAi) 61 57 57 60 69

15時 台 (LA■ ) 64 58 62 64 69

16時台 (LA5) 53 58 50 53 66

17時 台 (暗騒音)(LAh) 50 50 42 49 60

6 蔵  玉

8時台 (暗騒音 )(LA_ハ ) 61 59 55 58 47

9時台 (LA^ハ ) 63 61 61 61 52

10時 台 (LAnn) 62 61 61 64 59

11時台 (LA命 o) 65 67 56 66 53

12時 台 (LApn) 60 62 60 63 48

13時台 (LAか n) 61 62 61 65 55

14時 台 (LAoh) 61 57 60 66 58

15時台 (LAぃぃ) 60 60 63 64 69

16時 台 (LA●′、) 57 56 56 46 48

17時台 (日音騒音)(LAon) 47 50 45 41 47
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7 振動の状況
(1)君津市及び市原市における振動測定結果
ア 道路交通振動の状況
道路交通振動については、 「振奪九綱,制法Jに基づく指定地域を中心に市町村が実

態調査オとヽ実施 してお り、そのうち平成 25年度に君津市及び市原市で測定 された結

果は、表 3-1-7.1に 示すとおりである。
すべての地点で道路交通振動の要請限度以下となつている。

表 3-1-7.1 道路交通振動実態調査結果 (平成 25年度 )

道路名 測定地点
区域の

区分

車

線

数

振動 レベル

80。/Oレ ンジの上端値 (dB)
要請

限度

判定昼 間 夜 F日月

県道君津鴨川線 君津市内箕輪 11地先 第 1種 2 46 32 O

県道加茂本更津線 君津市末吉 437地先 第 1種 2 48 24 ○

注 1)区加_項の区分
第 1種 区域 :第 1種低層住居専用地域、第 2種低層住居専用地域、第 1種 中高層住居専用地域

2)平 成 25年度は市原市内の測定地点はない。
出典 :「平成 26年版 千葉県環境 白書J(平成 26年 12月 千葉県 )

イ 道路交通振動の経年変化
君津市及び市原市の平成 21～ 25年度における道路交通振動の経年変化は、表 3-

1-7.2に示す とお りである。沢1定 した道路では、昼間、夜間ともにほぼ横ばいで

あるが、年度により多少の増減がみられる。

表 3-1-7.2 道路交通振動の経年変化

36

出典 :「平成 22～ 26年版 千葉県環境白書」 (千葉県)

道 路 名

区域

の

区分

振動 レベル :80%レ ンジの上端値 (dB)
昼  間 夜  間

H21 H22 H23 H24 H25 H21 H22 H23 H24 H25

県道君津鴨川線 (内箕輪 ) 第 1種 45 45 43 40 46 35 34 35 29 32

県道加茂木更津線 (末吉 ) 第 1種 48

47

45

42 43

48

45

48 25 30 27 24

県道荻作君津線 (三直 ) 第 1種 36 34 35 34

国道 16号 第 2種 53 53 49 50

国道 297号 (藤井 ) 第 1種 45 47 45 37 41 36

国道 297号 (工所 ) 第 2種 42 45 44 36 37 86

県道千業鳴川繰 (迎 田) 第 2種 42 43 42 36 36
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(2)「 H13生活環境影響調査書」における調査結果
「H13生活環境影響調査書」によると、平成 10年 10月 に図 3-1-6.1に 示す既
設埋立地の敷地境界北 (地点 1)及び蔵玉 (林道戸面蔵玉線沿道 :地点 6)に おい
て振動調査を行ってお り、その結果は表 8-1-7.3に 示す とおりである。
両地点とも、すべての時間帯で振動 レベル計の淑1定下限値である 30dBを 下回つ

ている。

表 8-1-7.3 事業実施区域付近の振動の状況

番 号 調査地点
振動 レベル :Lt。 (dB)

平 均 最 大 最 小

1
敷地境界北

(R九設埋立地 )
30未満 30未満 30未満

6
蔵 玉
(林道沿道 )

30未満 30未満 30未満

調査年月日 :平成 10年 10月 20日 (火 )7時～ 19時
平均は 7時～ 19時 までの 12時間平均値 最大、最小は 1時 間値
地点番号は、図 3-1-6 1に対応する。
「君津環境整備センター建設事業 生活環境影響調査書」
(平成 18年 12月 新井総合施設株式会社 )

(3)「 H21環境影響評価書」における調査結果
「H21環境影響評価書」によると、道路交通振動 として国道 465号 (地点 5)は
平成 19年 3月 、林道戸面蔵玉線 (地点 7)は 平成 19年 2月 に振動調査を実施 して
おり (図 3-1-6.1参 照 )、 その結果は表 3-1-7.4に 示す とお りである。
国道 465号では昼間 26dB、 夜間 25dB未満、林道戸面蔵玉線では昼間、夜間とも
に 25dB未満であった。

両道路沿道には道路交通振動の要請限度は設定されていないが、「第 1種区域 Jの
基準値 (昼間 :65dB、 夜間 :60dB)と 比較すると、両地点とも基準値を大きく下回

る値 となっている。

表 3-1-7.4 道路交通振動淑1定結果

調査地点
振動 レベル :LtO(dB)

昼 間 夜 間

5 国道 465号 (稲 ヶ崎 ) 26 25未満

7 林道戸面蔵玉線 25未満 25未満

注 1)調査年月日 :地点 5 平成 19年 3月 22日 (木 )22時 ～23日 (金 )22時
地点 7 平成 19年 2月 6日 (火 )6時～7日 (水 )6時

2)地 点番号は、図 3-1-6 1に対応する。
出典 :「君津環境整備センター増設事業に係る環境影響評価書 J

(平成 21年 5月 新井総合施設株式会社 )

また、国道 465号及び林道戸面蔵玉線における地盤卓越振動数の沢1定結果は、軟

弱地盤 とされる地盤卓越振動数 (15Hz以 下)よ り大きな値を示 していることか ら、
道路沿道の地盤は軟弱地盤 とは考えられない。
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(4)君津環境整備センターにおけるモニタリング調査結果
君津環境整備センターでは、平成 16年 4月 の開設以来、図 3-1-6.1に 示す員元

設埋立地の敷地境界束 (地点 2)及び蔵玉 (地点 6)において振動のモニタリング

を行つ てお り、最近 5年間の結果は表 3-1-715に 示すとお りであるし
既設埋立地の敷地境界束における 80%レ ンジの上端値 (L10)は、30未満～38dB

である。なお、平成 24、 25年度はすべての時間帯で 30dB未満 となっている。

蔵玉の 80%レ ンジの上端値 (L10)は 、すべての時間帯で 30dB未満 となっている。

表 3 1 7.5 振動 モニタリング調査結果
単位 i dB

注)地点番号は、図 3-1-6.1に 対応する。
出典 :「君津環境整備センター環境調査 平成 26年度年報」 (平成 27年 4月 日鉄住金 r泉境株式会社 )

番 号 調査地点
調査 日

時間帯

H22年 度

(H23.1)

H23年度

(H24.1)

H24年度

(H25.2)

H25年度

(H26.2)

H26年 度

(H27.1)

2
敷地境界東

(既設埋立地)

8時台    (LIO) 31 30未満 30未満 30未満 30未満

9時台    (L tO) 30未満 32 30未満 30未満 36

ll'H守
=1   (L iO,

30未満 3U ttY両 測 木 Y両 30未満 t,も

11時 台   (L10) 30未満 34 30未満 30未満 36

12時台 (LIO)

(L10)13時台

30未満
32

30未満 30未満 30未満 31

33 30未満 30未満 35

14時台    (Ll。 ) 34 32 30未満 30未満 34

15時台    (Ll。 ) 30未満 30未満 30未満 30未満 37

16時台    (Ll。 ) 30未満 33 30未満 30未満 31

17時 台    (Ll。 ) 30未満 30未満 30未満 30未満 30未満

6 蔵  玉

8時台 (Ltn) 30未満 30未満 30未満 30未満 30未満

9時台 (Lin) 30未満 30未満 30未満 30未満 30未満

10時 台   (L10) 30未満 30未満 30未満 30未満 30未満

11時台    (L tO) 30未満 30未満 30未満 30未満 30未満

12時台   (L10) 30未満 30未満 30未満 30未満 30未満

13時 台    (Ll。 ) 30未満 30未満 30未満 30未満 30未満

14時台   (Ll。 ) 30未満 30未満 30未満 30未満 30未満

15時 台    (Ll。 ) 30未満 30未満 30未満 30未満 30未満

16時台    (Ll。 ) 30未満 30未満 30未満 30未満 30未満

17時台    (Li。 ) 30未満 鳥0未満 30未満 30未満 30未満
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